
ホストファミリー
募集

Host a Student from 
Stanford University

プログラム期間：
2019年9月1日～9月14日

募集締め切り：
2019年5月31日

対象： 

スタンフォード生が滞在する約2週間
ホストをして頂ける方(プログラムの
前後数日間も受け入れていただきま
す) 

無償でお引き受けくださる方 

留学生の家庭内生活費を負担してい
ただける方 

家族の形態をとっている方(一人暮ら
しの方にはご遠慮いただいておりま
す) 

個室をご用意していただける方(可能
であれば)

渋谷から電車で 45 分程度以内にお
住まいの方(要相談) 
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Whatbs Stanford University
米国カリフォルニア州にある大学。米国大統領 や国
務⾧官、ノーベル賞受賞者等を輩出する名門校で
す。2017年度の世界大学ランキングでは3位に位置
しました。(Times Higher Education 調べ) 

SKIPとは
慶應義塾大学とスタンフォード大学の2週間に渡る交流
プログラムです。 過去には企業訪問や被災地訪問を行
い、日本に対する理解を深めました。 

主催
慶應義塾大学 福利厚生団体 国際関係会

問い合わせ先
skip.keio.host@gmail.com

Find us on

 http://skipkeio.wixsite.com/keio-iir-skip

@skip.keio             @skip.keio             @SKIP_KEIO

• ホストファミリーになることが決まったご家族を対象に、7月上旬に一度ホストファミリー説明会を開催い
たします。

• ウェルカムセレモニー、プレゼンテーション、フェアウェルセレモニーには毎年ホストファミリーの方々
にも参加していただいています。

特記事項

• 17 時頃までプログラム活動のため、留学生は慶應生と共に行動します。また、プログ
ラム活動終了後も慶應生と食事などに行くため帰りが遅くなる場合がございます。 

• 9月7日(土)と8日(日)は、ホストファミリーの方と一日お過ごしいただきます（ご都合
が合わない場合は、SKIP側で対応させていただくことも可能です）

• フライトの都合上、プログラム期間の前後数日間も留学生を受け入れていただく場合
がございます。

申し込みのgoogleフォームはこちら
→



Sun. Mon. Tue. Wed. Thur. Fri. Sat.

9/1

Welcome 
Ceremony

2

Tradition 
Day①

10:00-17:00

3

Tradition 
Day②

10:00-17:00

4

Short Trip

5 6 7

Free Day 
with the 

Host Family

8

Free Day 
with the 

Host Family

9

Diversity 
Day①

10:00-17:00

10

Diversity
Day②

10:00-17:00

11

Technology 
Day①

10:00-17;00

12

Technology 
Day②

10:00-17:00

13

プレゼン
準備

14
最終プレゼ

ン
&

Farewell
Ceremony

今年度の暫定スケジュール       ＊スケジュールは変更になる場合がございます。

体験談

 受け入れは初めてだったので緊張していましたが、皆で食卓を囲んだ
り都心を歩いて回ったりと私たちホストファミリーにとっても楽しい2週
間でした。 

聡明で明るくおしゃべりな彼女と、毎晩その日のプログラムの感想や
日米の様々な話ができたことは、とても刺激的で良い思い出です。今年
の春には日本に短期留学に来るそうなので再会できたらと思っていま
す。素敵な出会いに感謝しています。

ご登録

•googleフォームによるご家庭の
住所などの情報登録と希望する
留学生に関するアンケート

マッチング

•スタンフォード生の基本情報とホスト
ファミリーのご希望を基に、各ご家庭
が担当する留学生を決定いたします

資料送付

•本番のスケジュールと
留学生の情報に関する
資料の送付  

ホストファミリーになるまで

日本にいながらして海外の優秀な学生と密な時間を
過ごせることが、このプロジェクトの最大の魅力で
す。
期間中は、朝晩は家で食事をし、昼はそれぞれの予

定を過ごします。うち2日間は自由行動で、私は留学生
と相談した上で、他のホストファミリーと共に京都に
一泊旅行しました。とても充実した2週間であり、機会
を提供して下さったIIRの方々にとても感謝していま
す。関心のある方には、是非お勧めしたいです。


